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著者の T. Sider は1993年に「自然性・内
在性・複製」Naturalness, Intrinsicality, and 
Duplication でマサチューセッツ大学アム
ハースト校から哲学の学位を取得し、2001 
年には Oxford University Press から、体系



















































という問題につながる。W. V. O. Quine の
用語法に倣い、ある理論が採用する原始概
念のことを、本書では存在論 ontology に














































































述語を比べたい。グルーとは N. Goodman 
が考案した性質であり、おおまかに言って、






















れる通り、＜構造＞は D. Lewis が提唱し







































める点は、Lewis や Armstrong にはなかっ
た特徴である。加えて述語以外の文法カテ
ゴリーを扱うことは、＜構造＞が存在論よ
りもイデオロジーに関わるものだという点
と関連する。＜構造＞を反映するかどうか
という記述を演算子や結合子にも適用する
のは、イデオロジーが述語だけで構成され
るのではないという著者の考えを反映する。
たとえば存在論、時間や様相に関する問い
では述語ではなくむしろ存在量化子や時制
演算子、様相演算子で表現されるものが事
実を反映しているかどうかが問われており、
これらがイデオロジーに不可欠かどうかを
検討することになるという。 
このように、世界の基礎的なあり方を述
べる用語として著者が言及するのは、もっ
ぱら一階述語論理や集合論の言語である。
なぜこれらの言語に、基礎的なものという
特権的な地位を与えられるのか。その理由
は、これらがさまざまな説明を行なう際に
成功した理論であり、しかも不可欠なもの
だから、という Quine 流のものである。構
造の実在性が主張されるのも、同様に、他
の様々な概念を説明する際に有用だからと
いうプラグマティックな理由といってよい。
ただし、何をもって集合論や一階述語論理
が成功した理論とされるかは判然としない。
筆者の想定を支持するにはより詳細な検討
が必要である点は留意されるべきだろう。 
以上で、メタ存在論における存在論的実
在論との関連、およびイデオロジーの重視
という二つの特徴を中心に本書を紹介して
きた。本書は、総じて、形而上学が客観的
な実在についての実質的な学であるとした
らそれはどのような場合なのか、という現
代的な問題意識を背景に、形而上学の理論
を展開する好例といえる。 
